



























加 藤 徹 也
csNiC13型結晶構造を持つ三角格子反強磁性体 csMnBr3､及び470K以上でこれと同型の
RbMnBr3について､1.6-300Kでの光複屈折を測定し､格子比熱と磁気比熱の分離､及び
磁気相転移の臨界現象の解析を試みた｡いずれの結晶も基底状態では付加的なカイラル縮退
があるため新しいユニヴァ-サリティークラスに属する臨界振舞いが理論的に予想されてお
り転 RbMnBr3についてはこれを支持する結果を得た｡またRbMnBr3には220K付近に構造
相転移があることがわかり､この結晶の磁気構造の不整合性はこの構造相転移が原因である
とすることが妥当であることを示した｡
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